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第６章 区域別構想 

 区域別構想の位置づけ 

 

○ 本章は、第１章から第５章までに示した県全体の方向性に基づき、各構想区域に

おいて、将来の医療・介護の提供体制について、県、市町村、病院・診療所等の関

係機関が連携し推進に努める施策の方向性を示すものです。 

○ そのため、構想区域内の地域特性を踏まえた議論を通じ、より地域の実情に沿っ

て分化した内容となっていることから、現時点では今後の施策展開の視点として提

出された意見を含んでいます。 

○ しかしながら、地域が求める施策を展開する上での重要な視点であり、これを地

域医療構想調整会議を始めとする様々な協議の場において、関係者間で丁寧に検討

していくことが重要であると考えています。 

○ 今後、地域医療構想で定めた将来の病床数の推計値等を踏まえつつ、医療機関の

自主的な取組を基本に、地域で必要とする医療・介護が十分に受けられるよう、各

構想区域において課題解決に向けた協議を継続していきます。 
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１ 下越構想区域 P.46

２ 新潟構想区域 P.53

３ 県央構想区域 P.63

４ 中越構想区域 P.70

５ 魚沼構想区域 P.81

６ 上越構想区域 P.90

７ 佐渡構想区域 P.96

 


